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研究成果の概要： 
 
本論では、米国・日本で収集した英語・日本語の会話データをもとに、日英語の会

話構造を比較分析し、両言語のコミュニケーションパターンの相違を明らかにした。

会話における floor構造に着目することで、会話を進めていくことの意味など日本語

と英語での根本的な相違が明らかになった。さらに、日英語の２言語話者の会話をデ

ータとして語用論的・統語的両側面から分析を行い、第二言語習得レベル別の習得過程の

一端を明らかにした。 
 
交付額 
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研究分野：社会言語学、語用論、会話分析 
 
科研費の分科・細目：3005 
キーワード： 会話分析、語用論、コミュニケーション、言語教育 
 
１．研究開始当初の背景 
  ことばの本質の理解には、言語構造だけで
はなく、それに影響を与えていると考えられ
る文化的価値観・物事の捉え方・認知の仕方
などを包括的に考える必要がある。 
本研究では、英語と日本語の会話構造にお

いて見られる相違点を明らかにし、表面上の

相違のみならず、表面に現れる構造の背後に
ある言語による根本的な違いを考える。特に、
思考パターンが文化により異なるという人
間の認知部分に焦点を当て、日本語・英語の
コミュニケーションパターンについて考察
する。 

 



２．研究の目的 
  日本語・英語両言語の会話データを比較
分析し、それぞれのコミュニケーションパタ
ーンを明らかにする。さらに、日本語・英語
の２言語話者の会話を分析し、第２言語習得
レベル別に、「母語」と「第２言語」を話す
際にどちらのパターンを使用するのかを観
察・分析する。特に、習得のどの段階でどの
パターンを使用するのかについて着目し、言
語習得ということにおいて、人間の認知過程
との関連性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 米国と日本にて２言語話者（レベル別）の
会話データを収集行う。主に、日常的な話題
を話者に提示し、「2人ペア」でその話題につ
いて自由に話してもらう。話題については日
常よくある話題（休日の過ごし方・旅行につ
いて・趣味について等）を扱い、それぞれの
ペアに日本語と英語両方を話してもらう。収
集対象としては、大学生以上の大人を対象と
し、英語母語話者・日本語母語話者 20～30
人にお願いした。英語母語話者には（アメリ
カ人、イギリス人、ニュージーランド人、オ
ーストラリア人、カナダ人）が含まれる。 
 また、話者は、第２言語の習得レベル別に
初級・中級・上級に分類した。習得レベルの
分類には、日本語母語話者の場合は、TOEIC
などのスコア、英語母語話者については、日
本語学習歴、留学歴、日本在住歴等から判断
を行った。 
 会話データの収集には、デジタルビデオカ
メラを使用し、さらに録画した会話をパソコ
ンに取り込み、動画データを作成した。さら
に、録画した会話を文字化して分析データを
作成した。 
 特に、分析において着目した点は、(1)会
話構造（floor, interruption 等）、(2) 会話
に見られる文法構造（head-final 構造／
head-initial 構造、助詞等）である。 
 これらの項目について、まず、英語と日本
語の相違点を示し、それぞれの言語のコミュ
ニケーションパターンを明らかにした。さら
に、日本語と英語の習得レベル別に分類した
2言語話者が、母語と第２言語を話す際のコ
ミュニケーションパターンを分析し、母語・
あるいは第２言語どちらのパターンを使用
しているのかを分析した。 
 
４．研究成果 
  本論では、米国・日本で収集した英語・
日本語の会話データをもとに、日英語の会話
構造を比較分析し、両言語のコミュニケーシ
ョンパターンの相違を明らかにした。 
 会話における floor構造に着目することで
日本語と英語の根本的な相違（会話を進めて
いくことの意味など）が明らかになった。 

 さらに、これらの分析で明らかになった思
考パターンに影響される日英語でのコミュ
ニケーションパターン（語用論的側面からの
分析）の相違に関し、日本語と英語の２言語
話者が「母語」と非母語である「第２言語」、
それぞれを使用する際にどちらのパターン
を使用するのかを分析し、さらに会話におけ
る文法項目の習得（統語的側面から）の分析
も加え、母語話者のパターンとの相違を比較
分析した。話者を第２言語習得レベル別に分
け、それぞれどのような第２言語の会話スタ
イルを使用するのかを分析した。つまり、第
２言語で話す際に、話者の第１言語のスタイ
ルのまま第２言語で話すのか、あるいは、習
得レベルにより、他言語のスタイルも習得さ
れているのかを観察した。分析の結果、言語
構造だけでなく、会話スタイルといったコミ
ュニケーションパターンも徐々に習得して
いくことが明らかになった。 
 また、本研究では、語用論的な項目のみで
はなく、会話に現れる文法構造にも着目し、
統語的に同様の分析を行った。 特に、
head-initial 構造を持つ英語と head-final
構造を持つ日本語とでその部分の習得を分
析するために、会話内で動詞の現れる位置、
さらに日本語会話において、助詞等に注目し
た。 
 この点においても、第２言語習得レベルに
より、習得が行われている会話がレベルが上
級になるにしたがって見られた。 
 さらに、第２言語習得における困難度（比
較的容易に習得できる項目・難しい項目）を
語用論的・統語的項目の両面から明らかにし
た。 
 
 本研究では、２言語話者の第２言語習得と
いった観点から、日本語と英語の会話コミュ
ニケーションパターンを分析することで、言
語の本質（構造や言語使用だけではなく、文
化的思考パターンなどを含めた包括的な理
解）を明らかにすることができ、さらに明ら
かになったパターンの相違を言語習得・言語
教育分野に新たな可能性を与えられる研究
の１つとして有意義であると考えられる。ま
た、異文化理解の上でも役立ちと考えられ、
言語教育分野でも意義がある研究であると
位置づけられると考えられる。 
 本論で明らかにした文化的思考パターン
の相違、また、２言語話者の習得の一端の解
明により、学習者にとっても、第２言語を学
習する際に、英語・日本語の文法や構造以外
に、そのような点を理解・習得するのが重要
であるのかということ分かり、習得が向上す
ると思われる。 
 根本の部分での思考パターンの相違等に
ついて理解をせずに、自身の母語のパターン
や物事の捉え方を前提に（変えずに）、第２



言語を話そうとしたり、身につけようとする
傾向にある学習者も多いと思われるため、言
語学習に携わっている教育者や学校関係者
にとっても、この部分の相違に関して言語学
習教材や学習方法に取り入れられるため、本
研究は有意義な研究になったと思われる。 
 特に、第２言語の習得難易度解明から、新
たな教育方法を導入することに役立つ可能
性がある研究であると思われる。第２言語習
得には、文法構造の習得だけではなく、文化
による思考パターンや世界観の相違までの
理解が必要である。したがって、本研究で明
らかにした日本語と英語の構造上の相違の
みではなく、認知（ものごとのとらえ殻）・
思考パターン（また、それによる会話構造へ
の影響）といった部分の日英語相違の解明に
より言語習得分野への有効な応用が可能で
あると考える。 
 本研究により、このような日英語の思考パ
ターンの相違や、習得過程が分かることで、
実際に言語学習や教材制作をする際に、役立
てることが可能であり、どの習得段階でどの
項目が習得可能であるのかが解明されれば、
言語学習のための教材開発にも応用可能で
あると考えられる。 
 さらに今後は、本研究で明らかになったこ
とに基づき、言語習得レベルに応じた有効と
思われる教材開発に生かしたいと考えてい
る。 
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